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氷
川
町
の
平
成
27
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
は
次
の
と
お
り
で
、い
ず

れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
早
期
健
全

化
基
準
、財
政
再
生
基
準
を
下
回

り
健
全
な
状
況
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、公
表
す
る
指
標
は
、①
実

質
赤
字
比
率
、②
連
結
実
質
赤
字

比
率
、③
実
質
公
債
費
比
率
、④
将

来
負
担
比
率
、⑤
資
金
不
足
比
率

の
５
つ
で
す（
①
～
④
を
総
称
し
て

健
全
化
判
断
比
率
と
言
い
ま
す
）。

【
用
語
解
説
】

実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
な
ど（
氷
川
町
の
場

合
は
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、介
護
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）の

実
質
収
支
額（
歳
入
と
歳
出
の
差

引
）が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
、標
準

財
政
規
模（
※
①
）に
対
す
る
赤
字

の
割
合
。家
計
に
例
え
る
と
、年
収

に
占
め
る
年
間
の
赤
字
の
割
合
と

い
え
ま
す
。氷
川
町
の
一
般
会
計
な

ど
に
お
い
て
赤
字
は
生
じ
て
い
な

い
た
め
、実
質
赤
字
比
率
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

※
①
標
準
財
政
規
模
：
自
治
体
が

通
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
必
要
な
経
常
的
な

一
般
財
源
を
ど
の
程
度
も
っ
て

い
る
の
か
を
表
す
指
標
で
地
方

税
や
普
通
交
付
税
な
ど
を
合
算

し
た
も
の
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

（
全
て
の
会
計
の
実
質
赤
字
の
比
率
）

　
町
の
全
て
の
会
計（
実
質
赤
字

比
率
の
会
計
に
公
営
企
業
会
計
の

下
水
道
特
別
会
計
、宅
地
開
発
事

業
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
）の
赤

字
額
と
黒
字
額
を
合
算
し
て
赤
字

と
な
っ
た
場
合
、標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
赤
字
の
割
合
。実
質
赤
字

比
率
と
同
様
に
氷
川
町
の
公
営
企

業
会
計
で
も
赤
字（
資
金
不
足
）は

生
じ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、連
結
実
質

赤
字
比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率

（
公
債
費
な
ど
の
比
重
を
示
す
比
率
）

　
町
の
一
般
会
計
の
支
出
の
う
ち
、

借
入
金（
地
方
債
）の
返
済
額
お

よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額（
一
部
事
務

組
合
へ
の
負
担
金
、公
営
企
業
会

計
に
対
す
る
繰
出
金
の
う
ち
借
入

金
の
返
済
に
充
て
た
と
認
め
ら
れ

る
分
な
ど
）の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
で
、３
か
年（
25
～
27

年
度
）の
平
均
値
。家
計
に
例
え
る

と
、年
収
に
占
め
る
年
間
の
借
金

返
済
額
の
割
合
と
言
え
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

（
借
入
金
残
高
の
ほ
か
将
来
負
担
す
べ

き
実
質
的
な
負
債
を
捉
え
た
比
率
）

　
町
の
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
的

に
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
実

質
的
な
負
債（
借
入
金
の
返
済
な

ど
）に
あ
た
る
額（
将
来
負
担
額
）

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
。家
計
に
例
え
る
と
、負
債
の
残

高
が
年
収
の
何
年
分
に
相
当
す
る

か
を
示
し
た
割
合
と
言
え
ま
す
。

こ
の
比
率
が
高
い
場
合
、将
来
こ
れ

ら
の
負
担
額
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、今
後
の
財
政
を
圧

迫
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

（
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

の
比
率
）

　
公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
資
金

不
足
額（
※
②
）の
事
業
規
模（
※

③
）に
対
す
る
割
合
。氷
川
町
で

は
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
、宅
地

開
発
事
業
特
別
会
計
が
対
象
と
な

り
ま
す
が
、い
ず
れ
の
会
計
に
お
い

て
も
資
金
不
足
額
は
生
じ
て
い
な

い
た
め
、資
金
不
足
比
率
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

※
②
資
金
不
足
額

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
に

相
当
す
る
も
の
と
し
て
、公
営

企
業
ご
と
に
算
定
し
た
額
。

※
③
事
業
規
模

料
金
収
入
な
ど
主
た
る
営
業
活

動
か
ら
生
じ
る
収
益
な
ど
に
相

当
す
る
額
。

早
期
健
全
化
基
準

　
自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ

か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場

合
は「
早
期
健
全
化
段
階
」と
な

り
、自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る

財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
再
生
基
準

　
自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ

か
が
財
政
再
生
基
準
以
上
の
場
合

は「
財
政
再
生
段
階
」（
従
来
の
財

政
再
建
団
体
）と
な
り
、財
政
再

生
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、こ
の
計
画
に
つ
い
て

は
総
務
大
臣
の
同
意
が
必
要
と
な

り
、国
が
強
く
財
政
運
営
に
関
与

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、一
部

を
除
き
、地
方
債
の
発
行
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
、税
金
や
公
共
料
金

の
増
額
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
財
政
課 

財
政
係

　
☎
52
・
５
８
５
０（
直
通
）

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
公
表

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、地
方
公
共

団
体
は
、毎
年
度
、実
質
的
な
赤
字
や
外
郭
団
体
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来

負
担
な
ど
に
係
る
指
標（「
健
全
化
判
断
比
率
」）と
、公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
率（「
資
金
不
足
比
率
」）を
議
会
に
報
告
し
、公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【健全化判断比率】

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

健全化判断比率 －％ －％ 8.3％ 20.1％

早期健全化基準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 40.00％ 35.00％

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「―」と表示しています。 

【資金不足比率】

特別会計
の名称

資金不足
比率

下水道事業
特別会計 －％

宅地開発事業
特別会計 －％

※資金不足額がないため、資金不
　足比率は「―」と表示しています。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
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フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、ま
ず「
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
発
表
と
し
て
宮
原
小
学

校
４
年
生
に
よ
る
演
奏
と
合
唱
、氷
川
中

学
校
選
抜
合
唱
隊
に
よ
る
合
唱
が
行
わ

れ
、素
晴
ら
し
い
演
奏
と
歌
声
が
会
場
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、宮
城
県
石
巻
市
立
蛇
田
中

学
校
校
長
で
あ
り
、文
部
科
学
省
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
も
広
く
活
動
を
さ
れ
て
い
る
今
泉
良
正

校
長
の
講
話
が
あ
り
、本
町
が
進
め
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
に
多
く

の
示
唆
を
い
た
だ
く
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
泉
校
長
は
石
巻
市
在
住
で
あ

り
東
日
本
大
震
災
も
経
験
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、同
じ
被
災
地
と
し
て
復
興
に
役
立

て
ば
と
、映
像
や
写
真
を
交
え
て
ご
自
分
の

経
験
や
体
験
談
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
は
、復
興
支
援
派
遣
員
と
し
て
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
益
城
町
立
益
城
中
学

校
に
５
カ
月
間
派
遣
さ
れ
た
氷
川
中
学
校

の
矢
鉾
清
一
郎
教
諭
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、

益
城
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
氷
川
町
の
教
育

に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

▲宮原小学校（上）と氷川中学校（下）生徒による合唱

▲矢鉾清一郎教諭からの報告▲講演頂いた今泉良正校長

地
域
と
学
校
の
連
携
で「
子
育
て
」を
考
え
る

第
11
回「
次
世
代
」育
成
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
氷
川
町

　
11
月
４
日
、氷
川
町
公
民
館
に
お
い
て
第
11
回「
次
世
代
」育
成
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
、町
内
の
教
育
関
係
者
や
保
護
者
、地
域
住
民
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
５
・
６
日
、第
12
回
氷
川
町

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
日
に
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
芸
能
の
部
で
は
、町
内
の

保
育
園
、小
中
学
校
や
各
種
団
体
・

個
人
が
、吹
奏
楽
・
太
鼓
な
ど
の
演

奏
、太
極
拳
、ダ
ン
ス
、日
舞
、コ
ー
ラ

ス
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。見
事
な

演
技
に
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
日
間
に
わ
た
り
作
品
展
示
が
行
わ

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
会
場
に
ず

ら
り
と
並
び
ま
し
た
。趣
向
を
凝
ら

し
た
作
品
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、足

を
止
め
、じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

文
化
の
祭
典

第
12
回
氷
川
町
文
化
祭


